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1   はじめに 
無機 Electroluminescence (EL) 材料は、化学的

な安定性が高い長寿命なデバイスを低価格で構成す

ることが可能であるが、有機 EL に比べ、成形性に

乏しく、膜成形が困難であった。これに対して、永

井らは、繊維状のアルミナ前駆体ナノ粒子(ベーマ

イトナノファイバー)からなるゾルから、自己組織

化により、均一で透明な自立膜を作成することに成

功した[1]。更にこのゾルに Tb を分散させて成膜し

た自立膜では、交流電圧を印加することで、膜全体

を緑色に面発光する EL 性能を発現させることに成

功した（永井ら、セラミクス協会 第２４回秋季シン

ポジウム, 札幌,2011 年 9 月 9 日）。更に輝度を向

上させるためには、EL 発光の活性点の構造を正確

に捉え、発光点構造形成に関わるメカニズムを解明

し、活性構造が発現する条件を明確にとらえること

が不可欠となってくる。Tb ドープアルミナ自立膜で

は、成膜後の加熱処理温度により発光効率が大きく

変わることが見出されており、最も発光効率の高い

構造を見出すこと、また、その生成過程を明らかに

することは、今後の材料設計に重要な指針を与える

ものと期待される。本研究では、各種前処理を行っ

た Tb ドープアルミナ自立膜の Tb LIII-edge XAFS を

測定し、Tb 周りの構造について検討した。 
 

2   実験 
繊維状アルミナナノ粒子ゾルは、文献に従い調整

した[1]。Tb は硝酸塩を用いて、アルミナナノ粒子
ゾルに Al に対し、Tb が 5 mol%になるように添加し、
膜成形した。この自立膜を焼成温度 773, 1073, 1173, 
1273 K で６時間焼成したものを、EL 性能の評価し
たのち、粉砕しペレット状に成形して、室温大気下
で XAFS 測定を行った。XAFS 測定は Si(111)モノク
ロメータを用いた BL7C, 9C, 12C を利用し、ステッ
プスキャニングで測定した。データの解析には
REX2000(理学)を用い、解析パラメーターは feff(ワ
シントン大学)を利用した。 

 

3   結果および考察 
Tb ドープアルミナナノ粒子ゾルの自立膜の EL 性

能評価を行ったところ、膜形成後の焼成処理温度で

EL 性能が変化することが分かった。４種類の焼成
温度の中で、1073 K で処理したものが最も高い輝度
を示すことが分かった。この時各サンプルについて
測定した Tb LIII-edge XANES を比較すると、エッジ
位置、ホワイトライン強度ともにほとんど差が見ら
れず、Tb は３価で存在することが確認できた。更に
EXAFS（k3(k)のフーリエ変換）を図１に示す。焼
成温度の上昇とともに、Tb-O に帰属されるメイン
ピークの強度は減少し、カーブフィット解析を行う
と、配位数、Tb-O 距離共に減少していることが分
かった。今後、Tb 周りの配位構造の変化とアルミナ
側の構造変化を対応させた解析を行い、より詳細な
情報を得ることを目指す予定である。 

 
図１：各焼成温度で処理した Tb ドープアルミナナ

ノ粒子ゾルの Tb LIII-edge EXAFS のフーリエ変換 
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